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農村開発論再考
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570
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571
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572
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573
戦争と平和の間 アフリカの紛争解決はどう進められてきたの
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紛争勃発後のアフリカと国際社会
武内進一編 2008年　400p.　5355円

574
台湾の企業と産業 過去20年大きく変容した台湾経済を多面的に

分析。地場民間大企業など各種企業，新興製
造業の TFT-LCDと携帯電話端末，サービス
業では金融と航空貨物に注目した。佐藤幸人編 2008年　325p.　4305円

575
オーストラリアの対外経済政策とASEAN オーストラリアの対 ASEAN政策とその変化
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576
岐路に立つ IMF アジア通貨危機などの大規模な資本収支危
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改革の課題，地域金融協力との関係
国宗浩三編 2009年　248p.　3255円

577
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亀裂と経済
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578
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制度構築の多様性と課題
西川芳昭・吉田栄一編 2009年　260p.　3465円

579
変容するベトナムの経済主体 激変する経済・社会環境に戦略的に対応しな

がら生き残りや成長を模索するベトナムの経
済主体。その姿を描き出すことを通して，ベ
トナムの経済発展の現状を再評価する。坂田正三編 2009年　288p.　3780円

580
インド民主主義体制のゆくえ インド民主主義体制の現実を議会制度，労働

運動，後進階級，草の根自治，地域主義，辺
境の自治，ヒンドゥー民族主義，テロ問題，
農村の極左武装闘争等から多面的に分析。

挑戦と変容
近藤則夫編 2009年　410p.　5250円




